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　令和2年10月1日現在を基準日として、全国一斉に国勢調査が実施されます。
　日本国内に住む全ての人と世帯が対象の国勢調査は、国の最も重要な統計調査で、1920（大正9）年に始まって以来、
今回の調査で100年を迎えます。業務期間は8月下旬～10月下旬の予定です。皆さんのご協力をお願いします。

1．調査員説明会への出席
2．担当調査区の確認
3．調査書類の配布
4．調査票の回収（オンライン回答を推進しています）
5．書類の整理・点検・提出

•1調査区（約40～80世帯）担当の場合 …約3～5万円（平均4万円）
•2調査区（約80～160世帯）担当の場合 …約4～8万円（平均7万2千円）
※担当する調査区・世帯数によって変動します。

申込方法　申込書（市ホームページからダウンロード可）を記入し、管財総務課へお持ちください。

詳しくはこちら

•20歳以上で調査活動ができる健康な人
•調査で知り得た秘密を守れる人（退任後含む）
•警察、選挙に直接関係のない人
•暴力団員その他の反社会的勢力に
　該当しない人

国勢調査2020 調査員を募集しています

仕事の内容

報酬の目安

応募資格

International City

　私は大学で人類学を専攻していました。皆さんは「人類学って何？」と思ったのではな
いでしょうか。実は、私も大学に入って初めて聞きましたが、このグローバル化した世
界にいれば、誰でも既に人類学の勉強を受けているのです。
　人類学者は、なるべく現地に行き、地元の人たちと交流したり見学したりすることで、
世界中の様々な文化を学びます。面白いことに、人類学者が発見することは地元の人で
も気付いていないことがあります。なぜなら、当たり前のようになった習慣は外の目からは独特に見えるからで

す。そのため、私は外国に行く度に「シンガポール人って何」という
ことが分かるようになりました。「水道水を飲む前に必ず煮沸する
こと。早口なこと。辛いものばかり食べること」。外国に行かなけ
れば、それらが当たり前ではないことを知らないままだったかも
しれません。
　昨年石川県で実施した観光研究でも、最近行った通訳ボランテ
ィア講座でも、地元の魅力について地元の人に教えてもらおうと
思っていたのに、逆に外国人の目で見ると、何が特別かを地元の人
に紹介できた気がしました。人類学で得た理念を生かし、外からの
視点で小松市の観光発展に力を入れていきたいです。

～国際交流員フイミンのこまつ新発見～

  人類学って？

問い合わせ　観光文化課　☎24・8039　　
▲撮ったら「普通じゃないか」と言われたけど、田んぼ
のないシンガポール出身の私には、とても美しい。

問い合わせ　管財総務課　☎24・8020

問い合わせ　商工労働課　☎24・8074

販売場所　市役所エントランスホール（平日のみ）、
南部行政サービスセンター（平日のみ）、小松駅前
行政サービスセンター（土・日曜日、祝日のみ）

プレミアム付商品券の販売は
2月28日㊎までです

販売期限　2月28日（金）15時
利用期限　3月31日（火）24時

お急ぎ
 

くださ
い！

①住民税が課税されていない人

平成28年4月2日～令和元年9月30日に生まれた子供がいる世帯
の世帯主

※購入引換券交付申請書の提出が必要です。

　プレミアム付商品券を購入できるのは、次の要件に該当する人です。

対象者1人につき、最大2万5千円分を2万円で購入できます。

②学齢3歳未満の子供がいる世帯の世帯主の人

対象の子供1人につき、最大2万5千円分を2万円で購入でき
ます。

平成31年1月1日時点で小松市に住民登録されている人で住民税
が課税されていない人
※住民税が課税されている人に扶養されている人（生計を同一に
する配偶者、扶養親族など）、生活保護を受給している人は除き
ます。
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小松市・金沢大学

とき　2月22日（土）10時30分～12時

　昨年7月に小松市が国の「SDGs未来都市」に選定されたことを記念して、SDGs（持続可能な開発目標）の達成に向けて
一人ひとりが理解を深め、幸せな未来づくりを考えるため、金沢大学と連携してシンポジウムを開催します。

「身近な振動や動きをエネ
ルギーに。振動発電による
SDGsの実現」

「SDGs達成のための、地域コミ
ュニティにおける包括的なパー
トナーシップの役割と可能性」

東京大学未来ビジョン研究センター特任教授
国連大学サステイナビリティ高等研究所上級客員教授
海外環境協力センター理事長

「SDGs達成に向けた内外の取り組み最前線」

ところ　ホテルビナリオKOMATSUセントレ　　　定員　150人（先着順）

申し込み・問い合わせ　国際＆経営政策課　☎24・8037

金沢大学理工研究域
電子情報通信学系准教授

「SDGs未来都市シンポジウム」

金沢大学国際基幹教育院
GS教育系准教授

基調講演 講演・発表

参加費
無料

講師　竹本 和彦

講師　上野 敏幸 講師　河内 幾帆

　環境分野の外交官や国際機
関の役職を歴任した見地から、
SDGsの意義や国内外の動向、
先進的な取り組みなどを紹介
します。


